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青
森
県
偕
行
会

「
第
2
回
弘
前
忠
霊
塔
例
大
祭
」等

　に
協
力会

長　

稲
村　

孝
司　

陸
自
75
期

7
月
28
日
「
第
2
回
弘
前
忠
霊
塔
例
大
祭
」

が
行
わ
れ
た
。
遺
族
会
や
県
偕
行
会
、
県
隊
友

会
、弘
前
駐
屯
地
な
ど
の
関
係
者
や
国
会
議
員
、

県
議
ら
約
50
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
を
供
養
す

る
と
と
も
に
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

県
偕
行
会
は
、
例
大
祭
へ
の
協
力
は
も
ち
ろ

ん
、
前
日
の
同
塔
周
辺
の
草
刈
り
清
掃
奉
仕
に

も
現
役
自
衛
官
75
名
の
協
力
を
得
て
奉
仕
し

た
。
同
草
刈
り
清
掃
奉
仕
は
昨
年
ま
で
は
8
月

の
第
1
土
曜
日
に
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
か
ら

は
例
大
祭
前
日
に
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
草
刈

り
清
掃
が
終
わ
っ
た
会
場
で
は
、
引
き
続
き
テ

ン
ト
張
り
等
の
例
大
祭
準
備
に
汗
を
流
し
た
。

テ
ン
ト
は
学
校
で
の
運
動
会
等
で
使
わ
れ
て
い

る
鉄
パ
イ
プ
の
8
本
支
柱
の
重
い
も
の
で
、
高

齢
役
員
12
名
に
よ
る
作
業
は
難
儀
な
も
の
だ
っ

た
。
テ
ン
ト
張
り
の
後
に
は
、
来
賓
者
用
の
椅

子
、
一
般
参
列
者
用
の
パ
イ
プ
椅
子
を
並
べ
、

忠
霊
塔
本
堂
で
の
慰
霊
行
事
の
中
心
と
な
る
、

弘
前
市
を
代
表
す
る
長
勝
寺
、
本
行
寺
、
川
龍

院
及
び
久
渡
寺
の
4
住
職
に
よ
る
読
経
の
準
備

を
行
っ
た
。

　

例
大
祭
は
、
あ
い
に
く
の
降
雨
の
中
、
午
前

9
時
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
午
前
11
時
か

ら
国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
慰
霊
行
事
と
し
て
四

住
職
に
よ
る
読
経
及
び
「
英
霊
の
ご
氏
名
の
読

み
上
げ
」に
よ
る
戦
没
者
の
慰
霊
が
行
わ
れ
た
。

読
経
の
間
、
参
列
者
は
本
堂
で
順
次
焼
香
を

行
っ
た
。
引
き
続
き
、
例
大
祭
行
事
に
入
り
、

須
藤
住
職
の
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
弘
前
市
長
、

木
村
次
郎
衆
議
院
議
員
、
阿
部
広
悦
英
霊
に
こ

た
え
る
会
会
長
が
挨
拶
し
た
。祝
電
披
露
の
後
、

海
ゆ
か
ば
を
斉
唱
し
て
交
歓
会
へ
移
行
し
た
。

　

交
歓
会
は
、
長
勝
寺
内
の
「
御
成
り
の
間
」

で
行
わ
れ
た
。長
勝
寺
は
津
軽
家
の
菩
提
寺
で
、

同
室
は
殿
様
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
床
の
間
で

あ
っ
た
。
同
室
へ
の
移
動
は
、
忠
霊
塔
か
ら
長

勝
寺
の
庭
に
面
し
た
縁
側
ま
で
、
約
1
5
0

㍍
歩
い
て
と
な
っ
た
。
交
歓
会
は
、
弘
前
市
福

祉
部
長
、
遺
族
会
会
長
、
県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
等
に
対
し
て
、
忠
霊
塔
を
守
る
会
の
活

動
を
紹
介
し
、
戦
没
者
の
慰
霊
の
場
と
し
て
維

持
・
管
理
に
一
層
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と

な
っ
た
。
来
賓
退
場
の
後
、
役
員
は
会
場
の
後

片
付
け
に
汗
を
流
し
た
。
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
や
酒

も
醒
め
て
し
ま
う
暑
い
中
で
の
作
業
と
な
っ

た
。
同
会
に
は
、
小
生
始
め
当
会
三
上
会
員
、

帯
川
会
員
、
北
畠
会
員
、
渋
谷
会
員
、
田
中
会

員
及
び
櫻
庭
会
員
の
七
名
が
参
加
し
た
。

　

そ
の
様
子
は
、
翌
29
日
に
地
元
新
聞
東
奥
日

報
及
び
陸
奥
新
報
の
各
一
面
に
大
き
く
報
道
さ

れ
、県
民
及
び
市
民
の
大
き
な
関
心
を
呼
ん
だ
。

　

東
奥
日
報
で
は
、
タ
イ
ト
ル
「
県
人
戦
死
者

の
鎮
魂
願
う　

弘
前
忠
霊
塔
『
守
る
会
』
が
例

大
祭
」
と
共
に
忠
霊
塔
を
背
に
「
あ
い
さ
つ
」

す
る
須
藤
住
職
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

陸
奥
新
報
で
は
、
タ
イ
ト
ル
『
戦
没
者
供
養

し
平
和
祈
る
「
弘
前
忠
霊
塔
」
で
例
大
祭
』
と

共
に
忠
霊
塔
と
大
祭
会
場
の
テ
ン
ト
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
た
。

　

例
大
祭
翌
日
は
、
更
に
強
く
な
っ
た
降
雨
の

中
、
テ
ン
ト
の
撤
収
作
業
を
役
員
で
も
あ
る
偕

行
会
員
3
人
で
行
っ
た
。
テ
ン
ト
の
貸
し
主
で

あ
る
地
元
堀
江
建
設
の
社
員
・
操
縦
手
と
助
手

2
人
の
支
援
が
あ
っ
た
も
の
の
、
重
い
支
柱
と

濡
れ
た
シ
ー
ト
の
回
収
は
老
体
に
応
え
た
。

7
月
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
8
月
は｢

弘
前

ね
ぷ
た
ま
つ
り｣

で
あ
る
。
弘
前
桜
祭
り
に
合

わ
せ
て
5
日
間
全
室
を
一
般
公
開
し
た
の
に
続

き
、
同
ま
つ
り
期
間
中
と
お
盆
と
な
る
中
旬
の

6
日
間
も
忠
霊
塔
本
堂
、
納
骨
堂
、
礼
拝
の
間

な
ど
全
室
を
一
般
公
開
し
た
。
時
間
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
間
で
、
毎
日
2
名
の

役
員
が
説
明
に
当
た
っ
た
。
偕
行
会
員
は
6
日

間
7
名
が
担
当
し
、
小
生
は
8
月
1
日
、
ね
ぷ

た
ま
つ
り
初
日
を
担
当
し
た
。

　

来
場
者
に
は
、
ま
ず
、
本
堂
前
の
常
時
開
放

室
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
青
森
県
戦
没
者
銘
板
・

2
万
9
1
7
6
柱
の
氏
名
と
約
1
7
0
0
の

骨
壺
を
説
明
す
る
。
あ
わ
せ
て
お
釈
迦
様
の
仏

舎
利
及
び
三
蔵
法
師
の
霊
骨
が
納
め
ら
れ
て
い

る
、
全
国
で
も
希
少
な
忠
霊
塔
で
あ
る
こ
と
を

加
え
る
。
引
き
続
き
、
本
堂
に
案
内
し
、
仏
舎

利
及
び
三
蔵
法
師
の
霊
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る

金
庫
と
忠
霊
塔
の
本
尊
・
木
造
の
軍
神
像
を
説

明
す
る
。
次
い
で
、
拝
礼
の
間
を
通
り
第
一
展

示
室
で
は
、
戦
争
の
記
録
を
パ
ネ
ル
を
使
っ
て

説
明
す
る
。
引
き
続
き
、
納
骨
堂
四
室
を
時
計

回
り
に
案
内
し
、
第
二
展
示
室
で
は
、
特
攻
隊

の
記
録
を
写
真
、
遺
書
、
パ
ネ
ル
で
説
明
す
る
。

来
場
者
で
特
異
と
感
じ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
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の
家
族
で
あ
っ
た
。
パ
リ
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
て
い
る
中
、
案
内
は
も
ち
ろ
ん
日

本
語
で
、
説
明
板
も
英
語
で
あ
り
、
ど
れ
程
理

解
さ
れ
た
か
心
配
し
た
が
、
十
代
の
子
供
2
人

と
ご
夫
婦
は
戦
没
者
の
骨
壺
に
真
剣
な
眼
差
し

を
向
け
、
畏
敬
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。
約

30
分
の
案
内
説
明
は
、戦
没
者
の
慰
霊
と
顕
彰
、

戦
争
の
意
義
理
解
に
寄
与
で
き
た
満
足
感
を
得

た
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　

全
国
の
陸
修
偕
行
社
会
員
の
皆
様
、
ぜ
ひ
弘

前
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。
青
森
県
偕
行
会
が

ご
案
内
致
し
ま
す
。

■
世
界
の
動
き

8
月

2
日　

北
戴
河
会
議
開
始
か
（
〜
15
日
？
）

・
米
国
防
総
省
が
空
母
打
撃
群
等
の
中
東

派
遣
を
決
定
（
22
日
中
東
海
域
に
到
着
）

3
日　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
露
潜
水
艦
「
ロ

ス
ト
フ
ナ
ド
ヌ
ー
」
の
撃
沈
発
表

5
日　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
ハ
シ
ナ
首
相

辞
任
国
外
脱
出
。
軍
ト
ッ
プ
が
暫
定
政
府

6
日　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
露
ク
ル
ス
ク
州

に
越
境
攻
撃
（
15
日
ス
ジ
ャ
に
司
令
部
）

・
米
民
主
党
全
国
大
会
で
ハ
リ
ス
副
大
統

領
が
大
統
領
候
補
に
指
名

・
中
国
版
ス
タ
ー
リ
ン
ク
打
ち
上
げ
成
功

9
日　

米
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
1
億
2
5

0
0
万
㌦
の
追
加
軍
事
支
援

17
日　

米
国
・
イ
ラ
ン
政
府
が
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
開
設
で
合
意

20
日　

東
部
ド
ネ
ツ
ク
州
の
要
衝
ポ
ク
ロ

ウ
シ
ク
で
露
軍
攻
勢

21
日　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
武

器
貯
蔵
施
設
な
ど
夜
間
攻
撃
。
以
後
、
双

方
で
攻
撃
の
応
酬
が
連
日
激
化

9
月

10
日　

露
軍
ク
ル
ス
ク
州
で
反
撃
開
始

12
日　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
欧
米
供
与
長

射
程
兵
器
で
露
を
攻
撃
す
れ
ば
欧
米
と
戦

争
に
な
る
と
警
告

・
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
ガ
ザ
最
南
部
ラ
フ
ァ

を
完
全
に
統
制
し
た
と
発
表

16
日　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
露
軍
定
員
1

5
0
万
人
（
18
万
増
）
大
統
領
令
署
名

17
日　

ヒ
ズ
ボ
ラ
戦
闘
員
の
小
型
通
信
機

器
が
一
斉
爆
発
。
2
日
間
で
数
十
人
死
亡
、

3
0
0
0
人
超
負
傷
（
〜
18
日
）

19
日　

ヒ
ズ
ボ
ラ
指
導
者
ナ
ス
ラ
ラ
師
が

イ
ス
ラ
エ
ル
に
報
復
宣
言
（
27
日
ナ
ス
ラ

ラ
氏
は
空
爆
で
殺
害
。
28
日
イ
ラ
ン
の
ハ

メ
ネ
イ
氏
が
報
復
を
予
告
）

25
日　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ド
ロ
ー
ン
攻

撃
等
に
も
核
兵
器
が
使
用
で
き
る
よ
う
指

針
を
改
定
す
る
こ
と
に
言
及

26
日　

米
紙
W
S
J
が
中
国
「
周
」
級
原

潜
が
武
漢
付
近
の
造
船
所
で
今
年
5
〜
6

月
に
就
航
前
に
沈
没
と
報
道

・
米
ウ
ク
ラ
イ
ナ
首
脳
会
談
。
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
が
対
露
「
勝
利
計
画
」
説
明
。

米
は
80
億
㌦
軍
事
支
援
を
発
表

※
9
月
末
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

　

露
・
宇
両
軍
は
ク
ル
ス
ク
方
面
及
び
東

部
で
激
戦
。
露
軍
の
ク
ル
ス
ク
正
面
反
撃

は
9
月
中
旬
以
上
進
展
な
し
。
宇
軍
は
露

領
内
の
弾
薬
庫
等
兵
站
施
設
を
攻
撃
中

※
9
月
末
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
情
勢

　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
戦
闘
の
重
点
は
ハ
マ

ス
か
ら
ヒ
ズ
ボ
ラ
に
移
行
。
10
月
1
日
の

イ
ラ
ン
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
で
緊
張
激
化
。
和
平
交
渉
は
停
滞

■
日
本
・
日
本
周
辺
の
動
き

8
月

7
日　

中
国
海
警
局
の
船
4
隻
が
尖
閣
周

辺
で
領
海
侵
入
。
以
後
、
14
日
、
28
日
、

9
月
6
日
に
侵
入
（
今
年
36
日
目
）

19
日　

石
垣
海
上
保
安
部
が
16
日
尖
閣
に

カ
ヌ
ー
上
陸
の
メ
キ
シ
コ
人
書
類
送
検

26
日　

中
国
軍
「
Y-

9
」
情
報
収
集
機

が
長
崎
県
男
女
群
島
沖
で
領
空
侵
犯
。
空

自
機
が
「
通
告
と
警
告
」

31
日　

中
国
海
軍
測
量
船
が
口
永
良
部
島

南
西
で
領
海
侵
入

9
月

12
日　

北
朝
鮮
が
日
本
海
に
複
数
発
短
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
（
18
日
も
発
射
）　

18
日　

中
国
空
母
「
遼
寧
」
等
が
与
那
国

島
〜
西
表
島
間
の
接
続
水
域
を
航
行

23
日　

露
軍
「
I
L-

38
」
哨
戒
機
1
機

が
礼
文
島
北
方
で
挑
発
的
領
空
侵
犯
。
空

自
機
が
初
め
て
フ
レ
ア
発
射

25
日　

中
国
国
防
省
が
I
C
B
M
を
太
平

洋
に
発
射
。
米
豪
N
Z
に
は
事
前
通
報

■
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
動
き

8
月

26
日　

第
1
空
挺
団
等
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
令
和
6
年
度
米
尼
軍
等
実
動
訓
練

・
各
高
射
特
科
群
等
が
米
国
で
令
和
6
年

度
ホ
ー
ク
・
中
S
A
M
実
射
訓
練

30
日　

防
衛
省
令
和
7
年
度
概
算
要
求
。

過
去
最
大
8
兆
5
3
8
9
億
円

31
日　

自
衛
隊
の
能
登
半
島
地
震
災
害
派

遣
が
終
了
。
8
カ
月
間
は
過
去
最
長

9
月

2
日　

令
和
6
年
度
陸
自
演
習
（
〜
11
月
）

8
日　

第
39
普
連
等
が
仏
陸
軍
と
国
内
初

共
同
訓
練
「
ブ
リ
ュ
ネ
・
タ
カ
モ
リ
」

25
日　

護
衛
艦
「
さ
ざ
な
み
」
が
自
衛
隊

発
足
以
来
、
初
め
て
台
湾
海
峡
を
通
過

27
日　

防
衛
相
が
空
自
輸
送
機
を
ヨ
ル
ダ

ン
・
ギ
リ
シ
ャ
に
移
動
・
待
機
を
命
令

30
日　

第
6
即
機
連
等
が
令
和
6
年
度
米

陸
軍
と
の
実
動
訓
練
（
〜
10
月
21
日
）

偕
行
軍
事
情
勢

（
8
月
~
9
月
）




